
　

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
年
）
五
―
九
月　

当

時
の
「
満
州
国
」
と
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
の

間
に
あ
る
ハ
ル
ヒ
ン
・
ゴ
ー
ル
（
ハ
ル
ハ
河
）
を

め
ぐ
る
国
境
紛
争
は
、
さ
さ
い
な
武
力
衝
突
か

ら
関
東
軍
と
ソ
連
軍
と
の
激
烈
な
局
地
戦
争
に

発
展
し
た
。
こ
の
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
」（
ソ
連

側
呼
称
「
ハ
ル
ハ
河
戦
争
」）
は
、
ス
タ
ー
リ
ン

の
じ
き
じ
き
の
命
令
で
派
遣
さ
れ
た
ジ
ュ
ー
コ

フ
が
現
地
日
本
側
の
第
六
軍
の
三
倍
に
の
ぼ
る

圧
倒
的
な
戦
力
を
集
中
、
八
月
下
旬
満
を
持
し

た
大
攻
勢
に
出
る
と
日
本
軍
は
た
ち
ま
ち
包
囲

分
断
さ
れ
、
主
力
の
小
松
原
兵
団
は
そ
の
兵
力

の
四
分
の
三
を
失
う
と
い
う
大
敗
北
の
う
ち
に

停
戦
に
な
っ
た
。

　
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
」
で
の
日
本
陸
軍
の
地

上
部
隊
が
奮
戦
空
し
く
全
敗
し
た
の
に
対
し
、

こ
と
航
空
戦
に
関
し
て
は
、
日
本
陸
軍
航
空
隊

は
来
襲
す
る
雲
霞
の
ご
と
き
ソ
連
空
軍
に
一
歩

も
譲
ら
ず
、
ほ
ぼ
互
角
の
形
勢
の
下
に
九
月
の

停
戦
を
迎
え
た
と
い
わ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
五

ケ
月
間
に
ソ
連
機
を
撃
墜
撃
破
す
る
こ
と
な
ん

と
一
三
七
〇
機
、
対
す
る
日
本
側
の
損
害
は
わ

ず
か
一
六
六
機
（
う
ち
未
帰
還
六
四
機
）、
多
く

の
撃
墜
王
が
輩
出
し
、
群
が
る
ソ
連
機
を
バ
ッ

タ
バ
ッ
タ
と
撃
墜
す
る
勇
ま
し
い
空
戦
記
が
筆

者
を
も
含
む
「
銃
後
」
の
読
者
を
熱
狂
さ
せ
た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
陸
軍
航
空
隊
の
ノ
モ
ン
ハ
ン
神
話
は
戦

後
か
な
り
遅
く
ま
で
広
く
信
じ
ら
れ
、
日
本
陸

軍
は
地
上
で
は
負
け
た
が
空
で
は
勝
っ
た

―

と
一
般
に
お
も
わ
れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
、
ノ

モ
ン
ハ
ン
の
空
戦
当
時
、
ソ
連
空
軍
第
二
二
飛

行
連
隊
の
政
治
委
員
で
あ
っ
た
ア
・
ベ
・
ボ
ロ

ジ
ェ
イ
キ
ン
の
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
空
戦
記

―
ソ

連
空
将
の
回
想
』（
林
克
也
・
太
田
多
耕
訳
、
弘
文

堂
）
が
出
版
さ
れ
た
。
ボ
ロ
ジ
ェ
イ
キ
ン
の
回

想
す
る
ノ
モ
ン
ハ
ン
空
戦
の
経
過
で
は
、
ソ
連

空
軍
は
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
の
初
期
の
段
階
で
は
た

し
か
に
日
本
空
軍
に
敗
北
を
重
ね
た
。
当
時
の

空
軍
操
縦
員
は
は
な
は
だ
し
い
訓
練
不
足
で
、

実
践
経
験
が
な
く
、
ソ
連
空
軍
の
主
力
戦
闘
機

ポ
リ
カ
ル
ポ
フ
Ⅰ
―
一
六
は
運
動
性
不
良
、
日

中
戦
線
で
実
戦
経
験
を
積
ん
だ
操
縦
員
が
操
る

日
本
の
軽
捷
な
九
七
式
戦
闘
機
に
翻
弄
さ
れ
る

一
方
だ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
頽
勢
は
中
央
か
ら

急
を
聞
い
て
派
遣
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
内
戦
や
中

国
で
の
派
遣
義
勇
軍
の
経
験
豊
か
な
操
縦
員
の

指
導
で
挽
回
さ
れ
た
。
Ⅰ
ー
一
六
は
小
回
り
が
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る
の
で
は
な
い
か

―
と
い
う
激
し
い
反
論
が

な
さ
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
た
し
か
に

ボ
ロ
ジ
ェ
イ
キ
ン
の
回
想
記
は
ソ
連
時
代
に
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
戦
闘
の
経
過
や
自

軍
の
損
害
に
関
す
る
具
体
的
記
述
を
避
け
て
お

り
、
な
に
か
重
要
な
事
実
を
伏
せ
て
い
る
の
で

は
な
い
か

―
と
い
う
疑
念
を
拭
え
な
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
航
空
線
の
真

相
に
関
し
て
は
日
本
側
で
は
詳
し
い
経
過
が
公

表
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ソ
連
側
の

資
料
が
未
公
表
で
、
両
軍
の
対
戦
記
録
を
客
観

的
に
対
照
し
た
研
究
が
で
き
ず
、
ノ
モ
ン
ハ
ン

事
件
研
究
に
残
さ
れ
た
最
後
の
空
白
と
な
っ
て

い
た
。

　

し
か
る
に
ソ
連
崩
壊
以
来
、
ロ
シ
ア
側
の
資

利
か
な
い
反
面
、
機
体
が
頑
丈
、
操
縦
席
に
は

防
弾
鋼
板
が
張
っ
て
あ
る
の
で
か
な
り
の
被
弾

に
も
耐
え
ら
れ
、
ま
た
高
速
急
降
下
が
可
能
で

あ
る
。
こ
の
長
所
を
生
か
し
、
日
本
機
と
の
格

闘
戦
に
入
る
こ
と
を
避
け
、
高
空
か
ら
急
降
下

し
て
一
撃
離
脱
す
る
戦
法
が
叩
き
込
ま
れ
、
七

月
以
降
の
後
半
の
航
空
戦
で
は
戦
況
は
有
利
に

展
開
し
、
つ
い
に
ソ
連
空
軍
の
優
勢
の
中
に
停

戦
に
持
ち
込
ん
だ
、
と
い
う
。

　

こ
の
回
想
記
に
は
、
日
本
側
の
空
戦
記
の
よ

う
に
、
事
件
後
半
期
に
も
ソ
連
機
が
大
量
に
撃

墜
さ
れ
続
け
た
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ

の
た
め
、
こ
の
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
空
戦
記
』
に
対

し
て
、
当
時
在
世
し
て
い
た
ノ
モ
ン
ハ
ン
空
戦

の
参
加
者
か
ら
、
本
書
は
事
実
を
歪
曲
し
て
い

料
公
開
で
ソ
連
軍
か
ら
見
た
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件

の
戦
闘
記
録
が
次
々
と
公
表
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
こ
の
局
地
戦
争
は
結
果
的
に
は
日
本
軍
の

敗
北
に
終
わ
っ
た
と
は
い
え
、
ソ
連
モ
ン
ゴ
ル

側
に
と
っ
て
も
決
し
て
た
や
す
い
勝
利
で
は
な

く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
非
常
な
難
戦
で
、
ソ
連
モ

ン
ゴ
ル
側
が
払
っ
た
犠
牲
は
日
本
軍
の
損
害
を

上
回
っ
た
と
い
う
事
実
が
わ
か
っ
て
き
た
。
本

書
も
そ
う
い
っ
た
流
れ
の
一
環
で
、
ブ
ル
ガ
リ

ア
空
軍
の
現
役
の
大
佐
が
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
ソ
連
空
軍
側
の
日
々
の
戦
闘
記

録
を
中
心
と
し
、
こ
れ
に
既
発
表
の
日
本
軍
側

の
記
録
と
資
料
対
照
し
、
公
平
客
観
的
な
立
場

か
ら
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
空
の
戦
い
の
真
実
を
追
究

し
た
著
作
で
、
こ
れ
ま
で
の
空
白
を
埋
め
る
重



要
な
研
究
で
あ
る
。
ソ
フ
ィ
ア
で
刊
行
さ
れ
た

英
文
の
原
版
を
改
訂
し
、
元
航
空
自
衛
隊
官
の

源
田
孝
氏
が
く
わ
し
い
補
足
資
料
を
付
録
に
追

加
し
て
い
る
。

　

結
論
か
ら
い
え
ば
、
日
本
軍
が
公
表
し
た
戦

績
は
途
方
も
な
い
誇
大
戦
果
で
、
実
際
の
ソ
連

空
軍
の
損
害
は
二
〇
七
機
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
誇
大
戦
果
に
関
し
て
言
え
ば
、
ソ
連

側
と
て
も
同
じ
で
実
際
の
日
本
側
の
損
害
の
四

倍
近
い
数
値（
六
六
〇
機
）
を
公
表
し
て
い
た
。

両
軍
と
も
に
互
い
に
相
手
の
兵
力
を
実
際
の
何

倍
に
も
見
積
も
り
、
基
地
に
帰
還
し
た
搭
乗
員

が
申
告
し
た
戦
果
を
鵜
呑
み
に
し
、
こ
れ
を
半

ば
宣
伝
目
的
で
公
表
、
幻
の
勝
利
を
で
っ
ち
上

げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ボ
ロ
ジ
ェ
イ
キ
ン
の
回

想
記
は
大
筋
で
は
嘘
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
し
か
に
ソ
連
空
軍
に
と
っ
て
ノ
モ
ン
ハ
ン

に
展
開
し
た
日
本
陸
軍
航
空
隊
は
お
そ
る
べ
き

強
敵
で
あ
っ
た
。
事
件
勃
発
当
初
か
ら
停
戦
に

至
る
ま
で
前
線
の
ソ
連
空
軍
は
数
的
に
は
日
本

軍
の
二
―
三
倍
の
絶
対
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
日

本
軍
の
機
材
は
Ⅰ
―
一
五
改
・
Ⅰ
―
一
六
、
Ⅰ

―
一
五
三
（
チ
ャ
イ
カ
）
や
Ｓ
Ｂ
―
２
爆
撃
機

な
ど
よ
り
も
優
れ
、
操
縦
員
は
精
強
で
士
気
は

高
く
、
兵
力
で
は
圧
倒
的
に
優
勢
な
ソ
連
空
軍

を
向
こ
う
に
ま
わ
し
て
互
角
に
戦
っ
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
内
戦
で
の
ソ
連
義
勇
軍
の
失
敗
に

続
い
て
東
方
で
日
本
に
敗
北
す
れ
ば
ソ
連
の
威

信
に
か
か
わ
る
。
こ
の
危
機
に
際
し
て
ウ
オ
ロ

シ
ー
ロ
フ
国
防
人
民
委
員
の
特
命
に
よ
っ
て
ス

ペ
イ
ン
内
戦
や
中
国
で
の
義
勇
軍
で
の
実
戦
経

験
の
あ
る
操
縦
員
が
極
秘
裏
に
急
遽
選
抜
召
集

さ
れ
、
輸
送
機
で
モ
ン
ゴ
ル
前
線
に
送
り
込
ま

れ
た
。
さ
ら
に
追
加
し
て
海
軍
航
空
隊
か
ら
も

ベ
テ
ラ
ン
の
操
縦
員
が
派
遣
さ
れ
て
き
た
。
ボ

ロ
ジ
ェ
イ
キ
ン
が
述
べ
た
よ
う
に
彼
ら
に
よ
っ

て
ソ
連
機
の
頑
丈
さ
を
生
か
し
た
集
団
空
戦
、

一
撃
離
脱
の
戦
技
が
た
た
き
こ
ま
れ
た
。
さ
ら

に
機
材
そ
の
も
の
も
改
良
さ
れ
た
。
主
力
機
Ⅰ

―
一
六
の
エ
ン
ジ
ン
換
装
、
火
力
の
強
化
、
耐

弾
性
の
改
善
、
ロ
ケ
ッ
ト
砲
の
実
験
的
使
用
、

複
葉
引
っ
込
み
脚
の
新
戦
闘
機
Ⅰ
―
一
五
三
の

投
入
（
こ
れ
は
期
待
は
ず
れ
だ
っ
た
）
な
ど
新
機

軸
が
次
々
に
試
み
ら
れ
た
が
、
こ
れ
だ
け
で
は

理
想
的
な
軽
戦
闘
機
で
あ
っ
た
九
七
式
戦
闘
機

の
優
位
を
覆
す
に
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
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ノ
モ
ン
ハ
ン
航
空
線
で
最
終
的
に
ソ
連
側
が

戦
場
上
空
の
制
空
権
を
握
る
に
至
っ
た
理
由
と

は
、
結
局
ソ
連
側
が
航
空
機
と
人
員
の
予
備
を

十
分
に
確
保
で
き
る
能
力
が
あ
っ
た
の
に
対

し
、
日
本
側
に
は
そ
の
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
っ
た
。
当
時
日
本
軍
は
日
中
戦
争
の
前
線

に
も
航
空
兵
力
を
派
遣
し
て
お
り
、
九
七
戦
の

生
産
量
は
月
産
わ
ず
か
に
三
八
機
、
操
縦
員
の

養
成
は
少
数
精
鋭
主
義
で
前
線
に
は
ベ
テ
ラ
ン

が
揃
っ
て
い
た
が
、
彼
ら
が
死
傷
す
れ
ば
補
充

す
べ
き
要
員
が
い
な
か
っ
た
。
近
代
航
空
戦
は

大
変
な
消
耗
戦
で
、
機
材
と
人
員
の
莫
大
な
消

耗
を
伴
い
、
こ
れ
を
補
充
出
来
る
側
が
最
後
に

勝
利
す
る
。

　

ノ
モ
ン
ハ
ン
の
草
原
は
高
緯
度
で
事
件
の
起

こ
っ
た
夏
季
は
夜
が
短
く
、
兵
士
は
猛
烈
な
蚊

と
ブ
ユ
の
襲
来
で
睡
眠
不
足
に
悩
ま
さ
れ
た
。

長
い
昼
間
を
通
じ
て
、
量
を
頼
み
「
空
の
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ー
ア
」
戦
法
で
戦
場
上
空
に
絶
え
ず

戦
闘
機
と
爆
撃
機
を
送
り
込
む
ソ
連
軍
、
こ
れ

を
迎
撃
す
る
日
本
軍
戦
闘
機
の
出
撃
回
数
は
日

に
五
―
七
回
に
も
達
す
る
あ
り
さ
ま
。
事
件
後

半
期
に
は
日
本
空
軍
の
基
地
も
ソ
連
軍
の
低
空
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襲
撃
で
損
害
を
蒙
る
こ
と
が
あ
り
、
地
上
に
い

て
も
安
心
は
で
き
な
い
。
ま
た
夜
に
な
る
と
旧

式
四
発
重
爆
Ｔ
Ｂ
３
が
盲
爆
に
や
っ
て
き
て
安

眠
を
妨
害
す
る
。
こ
う
し
て
日
本
軍
機
搭
乗
員

の
ス
ト
レ
ス
と
疲
労
は
日
々
蓄
積
、
耐
え
う
る

限
界
を
超
え
た
。
事
件
後
半
期
の
七
月
以
降
、

過
労
の
た
め
日
本
側
操
縦
員
の
消
耗
が
う
な
ぎ

の
ぼ
り
に
な
り
、
陸
軍
航
空
の
将
来
を
に
な
う

将
校
ク
ラ
ス
の
有
能
な
人
材
が
次
々
と
戦
死
、

後
の
太
平
洋
戦
争
で
の
陸
軍
航
空
作
戦
の
大
き

な
障
害
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
戦
は
航
空
作

戦
の
意
味
を
よ
く
理
解
し
た
ソ
連
空
軍
が
日
本

空
軍
を
消
耗
さ
せ
る
た
め
に
意
図
的
に
仕
組
ん

だ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
日
本
軍

は
ま
ず
敵
の
空
軍
を
爆
破
し
て
制
空
権
を
奪

う
「
航
空
撃
滅
戦
」
を
優
先
し
、
六
月
二
八
日

奥
地
の
タ
ム
ス
ク
基
地
を
攻
撃
、
一
時
的
に
戦

場
の
制
空
権
を
奪
っ
た
。
だ
が
、
軍
事
衝
突
の

拡
大
を
危
惧
す
る
大
本
営
に
よ
っ
て
し
ば
ら
く

戦
線
後
背
の
敵
基
地
攻
撃
を
禁
止
さ
れ
た
た
め

に
、
作
戦
を
徹
底
で
き
ず
、
次
第
に
増
強
さ
れ

る
ソ
連
空
軍
と
の
消
耗
戦
に
引
き
ず
り
こ
ま

れ
、地
上
部
隊
作
戦
へ
の
協
力
も
ま
ま
な
ら
ず
、

関
東
軍
大
敗
の
一
因
と
な
っ
た
。

　

八
月
の
ジ
ュ
ー
コ
フ
攻
勢
で
日
本
の
第
六
軍

が
壊
滅
敵
な
敗
北
を
喫
し
た
後
、
地
上
戦
で
の

敗
勢
を
せ
め
て
空
中
で
挽
回
し
よ
う
と
、
日
本

陸
軍
は
躍
起
に
な
っ
て
中
国
戦
線
や
内
地
（
本

土
）
か
ら
動
員
で
き
る
限
り
の
航
空
兵
力
を
か

き
集
め
て
ノ
モ
ン
ハ
ン
に
投
入
し
た
。
そ
の
中

に
は
ま
だ
実
戦
経
験
の
乏
し
い
戦
隊
や
旧
式
複

葉
の
九
五
式
戦
闘
機
の
戦
隊
ま
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
日
本
陸
軍
の
総
力
を
振
り
絞
っ
て
約
二

五
〇
機
体
あ
ま
り
を
集
め
て
も
、
ノ
モ
ン
ハ
ン

に
派
遣
さ
れ
た
ソ
連
軍
五
八
〇
機
に
は
及
ば

ず
、
九
月
一
五
日
ま
で
行
わ
れ
た
最
後
の
航
空

線
で
の
日
本
軍
の
損
害
は
ソ
連
軍
を
上
回
り
、

敗
勢
の
挽
回
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
そ
の
も
の
は
、
大
本
営
の

意
図
を
無
視
し
て
現
地
の
関
東
軍
の
参
謀
た
ち

が
無
謀
に
も
挑
発
し
た
局
地
戦
で
あ
り
、
戦
争

の
目
的
や
作
戦
目
標
に
関
し
て
、
現
地
軍
と
中

央
の
意
思
の
統
一
が
ま
る
で
な
っ
て
な
か
っ
た

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
側
の
研
究
で
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ソ
連
軍
で
は

戦
争
の
目
的
や
作
戦
に
関
し
て
明
確
な
目
標
が

あ
り
、
そ
の
こ
と
が
初
期
の
航
空
作
成
の
不
利

を
転
換
で
き
た
理
由
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
地
上
戦
の
場
合
と
同
様
、
停
戦
後

に
航
空
線
で
の
徹
底
的
な
反
省
は
陸
軍
で
は
な

さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
九
七
戦
が
大
活
躍
し

て
ソ
連
機
を
一
方
的
に
墜
し
ま
く
っ
た
と
い
う

神
話
が
一
人
歩
き
し
、
太
平
洋
戦
争
後
半
期
に

連
合
国
の
空
軍
に
敗
北
す
る
素
地
を
作
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
本
書
は
ソ
連
側
か
ら
見
た

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
事
実
関
係
を
公
平
客
観
的

に
叙
述
し
た
基
本
的
な
戦
史
資
料
と
し
て
マ
ク

シ
ム
・
コ
ロ
ー
ミ
エ
ッ
ツ
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
車

戦
』（
大
日
本
絵
画
）
と
並
ん
で
現
代
史
研
究
者

が
必
ず
参
照
す
べ
き
著
作
で
あ
る
。

（
あ
な
ざ
わ
・
わ
こ
う　

福
島
県
文
化
事
業
団
専
門

委
員
）
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